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のすべての筋頭は 18-20 歳群よりも低値を示し（p < 0.05）、VM、RF、VL の筋厚は 16-17 歳群
よりも低値であった（p < 0.05）。14-15 歳群の VM、RF は 16-17 歳群、18-20 歳群よりも低値
（p < 0.05）、VI は 18-20 歳群よりも低値であった（p < 0.05）。各筋頭の最大発育年齢推定
値は低い順に VMO、VL 、VM、VI、RF がそれぞれ 12.2 歳、15.2 歳、15.7 歳、15.7 歳、17.7
歳であった。これらの結果から、大腿四頭筋を構成する筋頭は異なるタイミングで発育し、固
有の機能に関連する可能性が示唆された。（本研究成果は Int J Adolescent Med Health, 2017,
Epub ahead of print にて掲載済み）
第二研究では中学生男子バスケットボール競技者 41 名を対象とし、同一個体内の形態学的
および生理学的な加齢変化について縦断的に検討した。最大身長発育年齢（Age at Peak Height
Velocity；APHV）の推定値に基づいて pre PHV 群（暦年齢 < APHV – 6 ヶ月）、APHV 群（暦年
齢 = APHV ± 6 ヶ月）、post PHV 群（暦年齢 > APHV + 6 ヶ月）に分類した。VM、RF、VI、VL、
上腕二頭筋（BiB），上腕三頭筋（TrB）おける超音波横断像を撮像し、各筋の筋厚を測定した。
運動能力の指標として垂直跳躍高、10m および 20m 走速度を測定した。1 年後に再測定し、縦
断的変化を検討した。その結果 RF、VI、VL の筋厚は pre PHV 群、APHV で増加したが（p < 0.05）、
post PHV 群では変化が認められなかった。垂直跳躍高および 20m 走速度は全群で向上した（p
< 0.05）が、10m 走速度は post PHV 群にのみで向上が認められた（p < 0.05）。群間の横断比
較について、初回測定時点における垂直跳躍高および 20m 走速度は post PHV 群が他群に比べ
高値を示した（p < 0.05）。1 年後の測定においては post PHV 群の垂直跳躍高、10m・20m 走速







生を pre PHV 群（暦年齢 < APHV）と post PHV 群（暦年齢 > APHV）の 2 群に分けて検討した。
唾液中テストステロン（Ts）、コルチゾール（COR）、ヒト成長ホルモン（GH）を分析対象とし、
測定された Ts と COR の濃度からテストステロン・コルチゾール比（T/C 比）を算出した。自
体重トレーニングを運動課題として設定し、直前、直後および 15 分後において唾液サンプル
を採取して比較した。その結果、すべての測定時点において大学生の Ts 濃度は中学生よりも
高値を示した（p < 0.05）。また大学生ではトレーニング 15 分後も Ts 分泌量の増加も認めら
れた（p < 0.05）。post PHV 群の Ts 濃度は pre PHV 群に比べ高い傾向を示した（p > 0.05, d
= 0.90-1.35）。さらに post PHV 群においては，トレーニング直後の COR の減少および 15 分後
の GH 分泌量の増加が認められた（p < 0.05）。大学生と post PHV 群では，トレーニング直後
と 15 分後における T/C 比の増加が認められた（p < 0.05）。大学生の T/C 比は post PHV 群の
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